
別紙１－１６

事業名

実施した事業の成果

実施した事業に対する評価

備考

　本事業は概ね予定通りに実施された。また調査によって判明したトップ選手を中心にした現在
のテニスの技術的、戦術的なトレンドはジュニア競技者の育成を考える上で極めて有用な示唆を
与える物であり継続して同様の調査を実施し続ける事が望ましいものであると言える。

実績報告書

助成事業細目

スポーツ活動推進事業

調査研究

ゲーム分析事業

ロゴマーク等の表示方法

（ 2013JTAカンファレンスにおける提示  ）

事業の実施状況及び実施結
果並びに助成金の使途に関

する情報の公開方法

　本事業の成果は日本テニス協会が実施する最大の指導者向け講習会である2013JTAカンファ
レンスにおける講習内容の一部として成果が活用された。この講習会は指導者資格の有無に関
わらず参加は自由に行える物である。
　またインターネット上のストレージスペースを利用して自由に誰でもアクセスが可能な方法によっ
て不特定多数が自由にその内容を受け取る事が出来る形にした。

実施した事業の内容
(種目･期間･場所･対象者・

実施方法等)

〔実施事業の内容〕

　国内開催の国際大会や全日本選手権等に対して人員を派遣、試合映像の撮影などを行った。
また撮影した映像に関して主に味の素NTC等において編集や分析などを行った。
　対象大会は全部で13大会となり、撮影した映像から戦術的な側面に着目して量的データの抜き
出しと質的データの評価を行い分析を行った。また本年は特にトップ選手の中でも身長の低い選
手のサービス関連データを中心に分析を行った。

事業の第三者への委任（委託等）の有無

本事業を実施する事により
→低身長競技者においてもサービスの技術的要素の重要度は高いこと
→また一般的には不利となる条件ではあるが、工夫を行う事により不利な条件をカバーできる可
能性がある事
→これを実現するためにはジュニア競技者として育成を行っている次期から様々な取り組みを行
う必要がある事
等が分かった。

ホームページ上の表示 活動場所での掲示（看板等による） 

印刷物への表示 取得物品への表示 

その他 

有 無 


